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第２節　生　活　環　境

１．生活環境の概況

（1）公害防除施設整備事業の実績

ア．補 　 助 　 金

昭和4 6年度から中小規模事業者の実施する公害防除施設整備事業の事業費の2 0％、限度額

1 0 0万円の補助を実施してきた。さらに、昭和5 2年度からは、要綱の一部改正により、３か年

措置として、特別に農地還元施設について事業費の40％、限度額40万円の補助を実施した。

また、昭和5 5年1 1月１日から昭和5 6年６月3 0日までの間、総量規制に伴う汚濁負荷量の測定

機器整備についても補助を実施した。

補助金交付実績内容は表２－生－１のとおりである。

イ．愛知県公害防除施設整備資金融資実績（豊橋市内分）

平成1 6年度の県公害防除施設整備資金融資実績のうち、豊橋市内の関係分は、表２－生－２

のとおりである。
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（2）公害防止管理者等

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律により特定工場には、公害防止統括者、公害

防止管理者及びこれらの代理者の選任届出が義務づけられている。

平成17年３月末日現在の公害防止統括者等の選任の届出状況は以下のとおりである。

表２－生－３　公害発生施設と公害防止管理者

（3）公害に関する苦情の現状

平成1 6年度の公害苦情種類別件数は3 6 5件であり、内訳としては大気汚染が最も多く（1 4 4件）、

続いて騒音（7 6件）、悪臭（5 7件）の順に続いている。（平成1 2年度以降の「その他」の内訳を下に

示す）

また、発生源別・用途地域別件数は全3 4 5件※で、発生源別にみると、製造業が8 5件（2 4 . 6％）、農

業・林業等と家庭生活が4 2件（1 2 . 2％）、建設業が3 8件（1 1 . 0％）、サービス業が3 2件（9 . 3％）の順

で多く、用途地域別にみると、市街化調整区域が1 5 2件と圧倒的に多く（4 4 . 1％）、続いて準工業地

域が81件（23.5％）となっている。

※　発生源別・用途地域別のため、公害苦情種類別件数（１件に対して２種類以上の場合がある）

と異なる。（Ｐ168表４－４参照）。
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図２－生－１　公害苦情種類別件数の推移（平成12年度～平成16年度）

「その他」の内訳
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